
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
教
育
を
進
め
る
上
で
、

学
校
教
育
と
と
も
に
社
会
教
育

の
役
割
は
重
要
で
す
。「
第
二
期

し
ま
ね
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

」
に
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お
い
て
も
、
島
根
の
教
育
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
基
盤
と
し

て
「
社
会
教
育
の
展
開
」
を
位

置
づ
け
、
社
会
教
育
の
重
要
性

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

社
会
教
育
で
何
を
目
指
し
て
ど

の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の

か
を
紹
介
し
ま
す
。

島
根
県
で
は
、
人
口
減
少
問

題
に
対
応
し
活
力
あ
る
地
域
を

つ
く
る
と
い
う
大
き
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
課
題
解
決
に

向
け
て
人
材
育
成
は
不
可
欠
で

あ
り
、
こ
の
人
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
の
が
社
会
教
育
で
す
。

島
根
県
の
社
会
教
育
で
は
、

生
活
課
題
や
地
域
課
題
に
つ
い

て
住
民
自
身
が
理
解
を
深
め
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
当
事
者
意

識
を
も
っ
て
主
体
的
に
実
践
す

る
人
づ
く
り
を
行
う
こ
と
、
つ

ま
り
「
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
づ
く
り
の
た
め
の
中

心
的
事
業
が
【
結
集
！
し
ま
ね

の
子
育
て
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

で
す
。「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で

す
」
を
合
い
言
葉
に
、
地
域
全

体
で
子
供
を
育
も
う
と
す
る
事

業
で
す
。
隠
岐
管
内
で
は
、
次

の
五
つ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
教
育
を

推
進
す
る
活
動

○
学
校
へ
の
支
援
活
動

○
放
課
後
の
支
援
活
動

○
家
庭
教
育
へ
の
支
援
活
動

○
地
域
未
来
塾
に
係
る

学
習
支
援
活
動

地
域
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

子
供
の
教
育
や
子
育
て
支
援
に

関
わ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、

各
事
業
が
連
携
す
る
し
く
み
を

つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

教
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。隠

岐
管
内
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

町
村
で
、
学
校
と
連
携
・
協
働

し
て
実
態
に
対
応
し
た
取
組
が

さ
れ
て
お
り
成
果
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
島
根
県
で
は
、
人
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
公
民
館
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
公
民
館
機
能
の
強
化
と
公

民
館
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
新
規
事
業
【
公
民
館
を
核

と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
事
業
】
と
し
て
次
の
三
つ
の

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
学
校
区
単
位
の
公
民
館
が

中
心
と
な
っ
て
地
域
の
子
供
や

大
人
を
対
象
と
し
た
ふ
る
さ
と

教
育
を
行
う
こ
と
で
、
ふ
る
さ

と
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
ふ

公
民
館
ふ
る
さ
と
教
育

推
進
事
業

公
民
館
活
動
の
充
実

る
さ
と
の
良
さ
を
次
世
代
に
伝

え
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
人
材

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
必
要
な
課
題
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
そ
の
解
決
を
図
ろ

う
と
す
る
地
域
住
民
の
活
動
を

支
援
す
る
公
民
館
を
選
定
し
、

そ
の
成
果
発
表
の
場
を
設
け
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等

を
県
内
に
波
及
さ
せ
て
い
き
ま

す
。子

供
た
ち
が
、
島
根
の
人
や

自
然
と
深
く
関
わ
り
、
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
着
や
貢
献
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
公
民
館
等
が
地

域
住
民
の
協
力
を
得
て
行
う
民

泊
、
通
学
合
宿
等
の
宿
泊
を
伴

う
体
験
活
動
に
対
す
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
し
て
、

「
集
っ
て
、
楽
し
ん
で
、
学
ん

で
、
動
い
て
、
変
え
て
い
く
」

公
民
館
活
動
を
目
指
し
て
い
き
、

「
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 地

域
課
題
解
決
型
公
民
館

支
援
事
業

ふ
る
さ
と
体
験
活
動

モ
デ
ル
調
査
研
究
事
業

今
年
度
は
、
隠
岐
管
内
で
は

「
公
民
館
ふ
る
さ
と
教
育
推
進

事
業
」
に
五
箇
公
民
館
（
五
箇

中
学
校
区
）
と
都
万
公
民
館
（
都

万
中
学
校
区
）
が
取
り

組
み
ま
す
。

□
五
箇
公
民
館
の
取
組

長
年
続
い
て
い
る
冬
期
体
力

づ
く
り
教
室
を
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
工
夫
・
運
営
す
る

こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
の
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

□
都
万
公
民
館
の
取
組

小
中
学
生
が
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

や
素
潜
り
等
を
地
域
住
民
と
と

も
に
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

郷
土
愛
を
醸
成
し
、
ふ
る
さ
と

を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携

協
力
し
て
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
が
実
現
で
き
る
よ
う
「
地
域

を
担
う
人
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
社
教
Ｓ

企
画
幹

林
）

隠
岐
管
内
の

新
規
事
業
で
の
取
組
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《
給
与
明
細
の
見
方
そ
の
四
》

○
六
月
三
十
日
支
給
の
期
末
勤

勉
手
当
に
つ
い
て

六
月
の
支
給
明
細
が
あ
れ
ば
、

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
額
を
試

算
で
き
ま
す
。

◆
期
末
手
当
額
の
計
算
式
は
、

〔（「
給
料
」
＋
「
給
料
の
調
整
」

＋
「
教
職
調
整
」）
✕
Ａ
＋
「
扶

養
」

〕
✕1.1

✕
Ｂ

「
」
は
六
月
の
給
与
明
細
欄
に

記
載
の
額
で
す
。

Ａ
は
、
校
長
職
は1.15

、
教
頭

職
は1.1

、
そ
の
他
の
教
員
は
、

1.0

か1.05

又
は1.1

で
す
。1.1

は
経
験
年
数
二
十
六
年
以
上
の

方
が
該
当
し
ま
す
。

Ｂ
は
昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
五

月
ま
で
の
間
に
休
職
休
業
等
が

な
け
れ
ば
一
で
す
。

◆
勤
勉
手
当
額
の
計
算
式
は
、

（
「
給
料
」
＋
「
給
料
の
調
整
」

＋
「
教
職
調
整
」）
✕
Ａ
✕0.765

✕
Ｃ

Ｃ
は
Ｂ
と
同
様
、
昨
年
十
二
月

か
ら
今
年
五
月
ま
で
の
間
に
休

職
休
業
等
が
な
け
れ
ば
一
で
す
。

Ｂ
と
Ｃ
の
違
い
等
詳
細
は
学
校

事
務
職
員
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

（
総
務
課

藤
田
）

社
会
教
育
で

目
指
す
も
の

社
会
教
育
の取

り
組
み

わ
た
し
ぶ
ね


